
宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

宮
崎
生
協
病
院
創
立
40
周

年
の
記
念
誌
を
読
む
と
皆

さ
ん
、
医
療
生
協
と
の
出

会
い
が
結
構
劇
的
な
方
が

多
い
。
と
こ
ろ
が
私
の
場

合
、
非
劇
的
な
出
会
い
で

あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る

▼
ま
ず
最
初
の
出
会
い
は

退
職
し
て
す
ぐ
の
頃
、「
医

療
生
協
に
出
資
し
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
」
と
、
当

時
の
地
区
支
部
長
と
職
員

の
方
が
来
ら
れ
た
時
だ
。

退
職
金
が
出
た
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
10
万
円
ほ
ど

出
資
し
た
と
思
う
。
二
度

目
の
出
会
い
は「
支
部
の
運

営
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ

け
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
時

だ
。
何
も
難
し
い
話
し
は

な
く「
運
営
委
員
会
に
出

て
み
れ
ば
分
か
る
が
」
と

言
わ
れ
た
▼
そ
れ
か
ら

ず
っ
と
運
営
委
員
を
務
め

て
い
る
し
、
現
在
は
支
部

長
を
任
さ
れ
て
い
る
。
二

度
目
の
出
会
い
の
時
の「
会

に
出
て
み
れ
ば
わ
か
る
」の

声
か
け
は〝
気
軽
に
声
か
け

す
る
大
切
さ
〞
と
、
事
前

に
色
々
と
説
明
す
る
よ
り

「
会
に
出
て
み
れ
ば
一
番
良

く
分
か
る
」
と
い
う
事
実
を

言
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
っ

た
▼
毎
年
10
月
、
11
月
は

秋
の
全
国
医
療
生
協
強
化

月
間
だ
。
月
間
中
は
、
一

人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増

や
す
た
め
に
も
医
療
生
協

の
魅
力
を
、
気
軽
に
声
か

け
を
し
よ
う
と
思
う
。

（
Ｈ
・
Ｉ
）

体
温
計

訪問看護ステーション
訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

宮崎医療生活協同組合

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

FAXFAX　29-483929-4839

FAXFAX　23-030323-0303
FAXFAX　58-311058-3110
FAXFAX　51-900451-9004
FAXFAX　26-710126-7101
FAXFAX　24-051524-0515
FAXFAX　31-145231-1452
FAXFAX　24-051524-0515
FAX　29-483929-4839
FAX　31-145231-1452
FAX　31-145231-1452
FAX　26-194426-1944

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

駐車場のご案内 生協病院北側（正面玄関側）駐車場は、附属棟建設工事のためご利用になれません。
患者・組合員様は西側駐車場をご利用頂きますようご協力をお願い申し上げます。

（
応
募
数
13
通
）

（
正
解　

10
通
）

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。山
登
り
で
体
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
本
で
一
番
標
高
が
高
い
山
は
富
士
山
、3
、7
7
6
m
で

す
。で
は
、左
記
の
宮
崎
県
に
そ
び
え
立
つ
山
の
標
高
は

何
m
で
し
ょ
う
か
。登
山
の
情
報
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、国
見
岳
は
1
、7
3
9
ｍ
で
す
。

　
（
参
考
資
料 
国
土
地
理
院 

日
本
の
山
岳
標
高
一
覧
）

〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
10
月
31
日
で
、
当
選

者
は
12
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
９
月
号
の
答
え
】 

【
８
月
号
当
選
者
】

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.185)（No.185)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

イ 

⑦　

ロ 

⑥　

ハ 

⑤　

ニ 

④

ホ 

③　

ヘ 

②　

ト 

①

松
吉 

マ
ツ
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

石
田　
　

遥
さ
ん（
宮
崎
市
）

久
保
田 

弘
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

後
藤　

弘
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

梶　
　

悦
善
さ
ん（
宮
崎
市
）

ア　

1
、5
7
4
ｍ

イ　

1
、4
0
5
ｍ

ウ　

1
、1
1
8
ｍ

エ　

1
、7
0
0
ｍ

オ　

1
、7
5
6
ｍ

居宅介護支援事業所 ☎(0982)31-145
( )26-253

6
生協ホームヘルプサービス ☎(0982)26-253

☎(0985)23-716

月
間
に
向
け
て〝
組
合
員
の
つ
ど
い
〞や〝
ま
つ
り
〞を
開
催
し
、弾
み
を
つ
け
よ
う
！

運
営
委
員
の
集
合
は
9
月
7
日
（
土
）

9
時
と
決
ま
り
、
組
合
員
の
つ
ど
い
会
場
の

都
城
文
化
ホ
ー
ル
に
着
く
。
今
回
は
学
習
と

芸
能
が
別
々
の
会
場
な
の
で
、
ま
ず
は
芸
能

の
会
場
を
見
な
が
ら
椅
子
を
35
脚
並
べ
る
。

「
大
丈
夫
か
な
あ
」
と
思
い
つ
つ
並
べ
終
わ
っ

て
、
学
習
会
場
に
行
く
と
椅
子
は
参
加
予
定

の
半
分
ほ
ど
並
ん
で
い
た
。
椅
子
を
並
べ
な

が
ら
「
都
北
組
合
員
の
つ
ど
い
は
、
も
う
何

回
重
ね
て
き
た
か
な
あ
」
と
思
い
を
は
せ
る
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
開
会
の
10
時
に

な
り
、
安
岡
カ
ツ
子
支
部
長
の
挨
拶
が
は

じ
ま
っ
た
。
こ
の

こ
ろ
に
な
る
と
会

場
は
45
人
の
参
加

で
い
っ
ぱ
い
。
支

部
長
あ
い
さ
つ

は
、
読
ん
だ
川
柳

の
本
を
交
え
な
が

ら
秋
の
医
療
生
協

強
化
月
間
の
取
り

組
み
を
訴
え
た
。

ま
た
、
医
療
生
協

理
事
の
田
中
笑
子

　

我
家
の〝
み
ど
り
班
〞の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が

は
じ
ま
っ
た
の
は
2
0
0
9
年
4
月
で
す
。

班
員
が
多
く
て
10
名
の
参
加
、
今
回
班
を

分
割
し
ま
し
た
。

都
北
支
部
で
33

番
目
の
新
班
で

す
。
班
長
を
引

き
受
け
て
く
だ

さ
っ
た
原
田
恵

津
子
さ
ん
は
、

お
仕
事
の
他
、

民
生
委
員
や
い

ろ
ん
な
活
動
を

さ
れ
て
お
忙
し
い

さ
ん
は
、
健
康

の
大
切
さ
に〝
脳

の
話
し
〞や〝
認

知
症
の
話
し
〞を

巧
み
に
お
り
込

み
、
笑
い
や
ゲ
ー

ム
を
合
わ
せ
楽

し
く
語
り
ま
す
。

「
へ
ー
え
、
二
方

と
も
こ
ん
な
に

う
ま
か
っ
た
か
な
あ
」
と
思
い
つ
つ
。

開
会
を
終
え
て
隣
の
会
場
で
芸
能
の
部
に

つ
な
ぐ
。
こ
こ
で
は
日
本
舞
踊
2
曲
、
ハ
ワ

イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
2
曲
に
み
ん
な
引
き
込

ま
れ
て
鑑
賞
。
そ
の
あ
と
の
永
山
明
美
さ
ん

の
オ
ル
ゴ
ー
ル
演
奏
は
初
め
て
だ
っ
た
。
8

曲
と
も
知
っ
て
る
歌
だ
っ
た
が
、
最
後
は
み

ん
な
で〝
故
郷
〞を
熱
唱
。
楽
譜
は
自
分
で

紙
テ
ー
プ
に
パ
ン
チ
で
穴
を
あ
け
る
と
か
。

「
木
製
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
演
奏
と
絶
妙
な
永
山

さ
ん
の
語
り
が
と
て
も
よ
か
っ
た
」
と
好
評
。

「
ま
だ
聞
き
た
い
」
の
声
が
続
い
た
。

芸
能
が
終
わ
り
、
昼
食
と
恒
例
の
バ
ザ
ー

に
移
行
。
つ
ど
い
の
後
は
、
9
月
度
の
運
営

委
員
会
を
開
催
し
、
10
月
以
降
の
取
り
組

み
を
決
め
た
。

（
都
北
支
部
運
営
委
員　

岩
切
正
道
）

都
北
組
合
員
の
つ
ど
い

都
北
組
合
員
の
つ
ど
い

都
北
組
合
員
の
つ
ど
い

〜
何
回
重
ね
て
き
た
か
な
あ
〜

都
北
支
部　

新
班
誕
生生生生生生生生生生
誕
生生生
誕
生
誕
生生生生生
誕
生
誕
生生生生
誕
生生生生生生生生
誕
生
誕
生生
誕
生
誕誕誕誕
班
誕
班
誕誕
班
誕
班
誕誕誕誕誕
班
誕
班
誕誕誕誕
班
誕誕誕
班
誕誕誕誕誕
班
誕
班
誕誕
班
誕
班班班
新新
班
新
班班
新
班
新
班班
新
班班班
新
班
新
班班
新
班班
新
班班
新新
班班班班班
新
班
新
班班
新
班
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新

部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
支
部
支
部
支支
部
支支
部
支
部
支支
部
支
部
支
部
支
部部
支
部
支
部
支支支
部部
支支
部
支
部
支支支
部

北北北
支
北北北北
支
北北
支
北
支
北北北
支
北北北北
支
北北
支
北北
支
北北北北
支
北北北
支
北北
支
北北北北北
支
北
都都都
北
都都都都都都都都都都都都
北
都
北
都都
北
都都都都都都都都
北
都
北
都都都
北
都都都都都都都都
北
支
部　

新
班
誕
生

都
北
支
部　

新
班
誕
生

「
班
の
名
前
は
何
に
し
よ
う
か
な
」

ハワイアンフラダンスハワイアンフラダンス

オルゴール演奏オルゴール演奏

右から2番目が班長の原田さん右から2番目が班長の原田さん

輪になって踊りました輪になって踊りました

みんなで楽しくスイカ割みんなで楽しくスイカ割

毎年開催してきたみんなの家の夏祭りも8月
23日で９回目を迎え、スタッフの盆踊りにも
貫禄が出てきました。祭りは、屋台に力を入
れた年もあれば、食べ物に力を入れた年と、
毎回コンセプト（内容）が担当者によって変わり
ます。それもまた、みんなの家夏祭りの醍醐味
で、今年は踊りに力を注げました。毎年使い込
んでいる手作りの櫓（やぐら）の色あせがまた
良い雰囲気を醸し出し、風情が感じられました。
利用者のみなさんとご家族、組合員さん、

職員が櫓を囲み輪になって踊る姿は、垣根無く
関係作りを互いにしてきた賜物であると感じ、
みなさんに支えられて私たち職員があるのだ
と、改めて実感したひと時でした。恒例のスイ

カ割りでは、棒
は当たれどもな
かなか割れなく
て「割れてくれ！
（スイカよ空気読
んでくれ）」と祈
りながらも、パ

ワフルな利用者さん
が渾身の一撃！。み
んなで美味しくスイ
カをいただきまし
た。最後は組合員さ
んと職員で作った
オードブルに舌鼓
し、夏祭りは今年も
無事終了しました。
祭りを終えた後も余韻に浸る利用者さんは

多く、まだ飾ったままの手作り提灯を眺めな
がら、「今度はいつ祭りをするの？」と期待の
言葉をいただきました。宮崎生協病院附属棟
開設に向け病院の近くにある介護施設として、
近隣住民の方々や組合員のみなさんから高い
期待の声をお聞きすることが多々です。
祭りを然り、介護事業としてのサービス提

供を然り、みなさんの集う場としてみんなの
家がこれからも、地域の資源としてご活用い
ただけるよう尽力します。

（みんなの家所長　串間伸悟）

「たのしかった夏祭り2019」「たのしかった夏祭り2019」「たのしかった夏祭り2019」「たのしかった夏祭り2019」「たのしかった夏祭り2019」みんなの家

方
で
す
が
、「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
我
家
で
し
て

も
良
い
で
す
よ
」
と
申
し
出
て
く
れ
ま
し
た
。

　

8
月
23
日
、
組
織
部
の
工
藤
尚
吾
さ
ん

と
班
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
60
代
、
70
代

女
性
3
人
の
班
、
検
尿
の
結
果
で
は
「
こ
ん

な
に
塩
分
を
摂
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。
気
を
つ

け
よ
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
9
月
か
ら

は
第
3
水
曜
日
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
後
、
楽
し
く
明
る
い
雰
囲

気
の
中
、「
班
の
名
前
は
何
に
し
よ
う
か
な
」

と
相
談
。
花
の
名
前
な
ど
い
ろ
い
ろ
出
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
も

い
ま
し
た
の
で
、
9
月
に
決
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
物
販
な
ど
支
部
財
政
活
動
に
も

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

班
会
を
通
し
て
、
健
康
な
毎
日
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
る
様
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
都
北
支
部
担
当
理
事　

田
中
笑
子
）

①
祖
母
山　
　

②
韓
国
岳　
　

③
鰐
塚
山

④
尾
鈴
山　
　

⑤
高
千
穂
峰

循環器内科（遠藤･高田･中島）、消化器内科（古谷）、呼吸器内科（高橋聡･永友）、糖尿病内科（植野）、内科･リハビリ（浜田･高橋麻里子）、内科（柳田）
外科・肛門外科（山岡･葉山･末岡）、小児科（山元･上野･愛甲･久保）、後期研修医（堀・加藤）、初期研修医（當瀬・日高・林・井上・有田）

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診 3診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：00～
　  19：30
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療

14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は葉山

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

遠　藤

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

古　谷

植　野

古　谷

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

夜間一般17:30～20:00
交替制

予約のみ18:00～19:00
高　田 休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171
☎0985（24）6877

交替制

上　野交替制

交替制

山　岡

葉　山

山　岡

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

愛甲又は
山元

交替制交替制

交替制 久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元葉　山

交替制

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～15：00
交替制

15：00～17：00
小　牧

13：30～17：00

高橋聡

ペースメーカー外来
遠　藤

交替制

交替制

休　診 休　診 休　診 休　診

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは訪問診療。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（小牟田佐知子）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

●土曜日夜間の内科・
　小児科外来は休診です。

受付　13：30～16：00
診療　14：00～17：00

8：30～10:00

第1・3・5
（高橋聡）
第2・4
（永友）

8：30～10:00
堀

11：00～12:00
高橋麻里子

14：00～15:00
交替制

15：00～17:00
小　澤

13：30～17:00

高橋聡
14：00～15:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友
15：00～17:00

加　藤

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問診療

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

 17：00～19：00
（受付18：45）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

生協病院からの支援

植　野
第3土曜休診

植　野

植　野

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅
三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

第1土曜休診

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715
午　後

16：00～18：00
（受付17：30）まで

三　宅

休診（訪問診療）
三　宅

17：00～19：00
（受付18：30）まで

三　宅

休診（訪問診療）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

第1・3
柳　田

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休診（訪問診療）

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

第1週のみ
15：00～18：00
第2･3･4･5週は
16：30～19：00

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

中　村

中　村

中　村
中　村

（7/27～8/31は休診）

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。



生
協
病
院
が

大
島
町
へ
新
築
移

転
の
際
、
当
時

理
事
だ
っ
た
渡
辺

千
鶴
さ
ん
は
地

域
訪
問
の
先
頭
に

立
ち
、
私
た
ち
後
輩
を
リ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
今
は
、「
お
げ
ん
き
で

す
か
」
の
配
布
を
続
け
な
が
ら
支
部
の
催

し
に
参
加
し
、
世
話
役
や
盛
り
上
げ
役
に

心
を
く
だ
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

配
布
時
に
最
も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は〝
対
話
〞と
話
さ
れ
ま
す
。
以
前
の
よ
う

に
話
す
機
会
は
減
っ
た
そ
う
で
す
が
、
普

段
の
生
活
で
も
対
話
の
チ
ャ
ン
ス
を
決
し

て
逃
が
さ
な
い
の
は
さ
す
が
で
す
。

文
芸
欄
で
渡
辺
さ
ん
の
俳
句
を
見
つ
け

る
こ
と
も
楽
し
み
で
す
。
日
常
を
さ
り
気

な
く
平
易
な
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
平
和
を
希
求
し
た
句
を
作
り
続

け
る
こ
と
に
共
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
は
な
支
部
運
営
委
員
一
同

　
　
《
お
問
い
合
わ
せ
》 

　
　

 

組
織
部 

０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

9月度宮崎生協病院利用委員会9月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声
み ん な の 声
◎透析病棟ができることはいいことです。苦しんでいる人には朗報です。

（宮崎市Ｏさん男性）

2
0
1
9
年
9
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
9
月
14
日
開
催
）

＜報告・承認事項＞

①8月度の組合員増やしは62名（目標111名）、出資金増資は356万円（目標693万円）、
班づくりは1班、班会開催は59回でした。8月現在、組合員数は49,871名、出資金総
額は5億9,416万円、4月からの増資人数は3,154名です。
②平和と社会保障を守る取り組みでは、「沖縄基地問題（普天間基地所属ヘリ窓落下、嘉手
納基地自衛隊機緊急着陸）」「柏崎刈羽廃炉問題」「東日本大震災と東京電力福島第一原発
事故避難者総数4万9953名」「要介護1,2の給付外しの論議はじまる」「低所得高齢者へ
の消費税増税に伴う給付金」「都城市医療費助成小中学生まで拡大」「新田原基地爆音訴
訟」についての報告がありました。
③2019年7月の経営概況は、法人の経常利益が1,826万円（予算差+747万円）、累計で
は1,756万円（予算差+1,737万円）でした。
④就業規則の改定について、地域限定・職務限定専任正職員の医師事務作業補助者への
職種拡大、年末・年始手当の改定、訪問介護職員、地域密着型定年後再雇用障がい者パー
トの時給改定について提案があり、承認・可決されました。
⑤早期退職優遇制度に関する規定の廃止について、常勤役員の職務等に関する規則の一部
変更について提案があり、承認・可決されました。
⑥「生協クリニックのべおか」の業務監査、「訪問看護ステーションそれいゆ」「ホームヘルプ
サービスそれいゆ」「居宅介護支援事業所それいゆ」の現金監査報告がありました。
⑦前回提案された監査計画に対する方針案について「監査の独立性と予算に関する監査の在
り方」「監査報告の理事会で議決事項としないこと」などについて説明がありました。

＜審議・決定事項＞

①8月度各事業所の活動について
②8月度医療安全管理委員会について
③8月度宮崎生協病院利用委員会について
④8月度県連介護事業所責任者会議について
⑤8月度組織経営委員会について
⑥8月度経営協議会について
⑦第30期第3,4回常勤理事会について
⑧宮崎民医連第11期第3回理事会について
⑨県社保協第5回幹事会について

⑩人事について
⑪不明組合員の調査状況について
⑫ＮＰＯ法人Ｒｅ・ｌｉｆｅ　生活介護支援「ねいろ」
短期事業計画について
⑬第5回生協病院附属棟ＰＪ会議報告について

以上の報告を承認しました。
⑭役員報酬及び監査報告の取り扱いについて
⑮会議参加と確認事項の伝達について

以上の意見交換をしました。

■新規加入者  ６２名（8/1～8/31）
■出 資 金  ５億９,４１６ 万円
■班　　　数  ３０３班

今、宮崎医療生協は 2019年8月末現在

■総組合員数  ４９,８７１ 名
■平均出資金  １１,９１４ 円
■               ２０,２８４ 部おげんきですか
手配り配布数

　

宮
崎
生
協
病

院
小
児
科
の
久

保
尚
美
で
す
。

少
し
ず
つ
朝
晩

の
気
温
が
下
が

り
、
秋
の
気
配

も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
趣

味
で
続
け
て
い
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
は
良
い

季
節
に
な
り
、
冬
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い

る
大
会
に
向
け
て
、
そ
ろ
そ
ろ
本
気
で
練

習
し
な
く
て
は
、
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

宮
崎
生
協
病
院
で
は
、
新
棟
の
建
設
が

進
ん
で
い
ま
す
。
小
児
科
外
来
は
新
棟
の

１
階
に
移
転
し
ま
す
。「
内
装
や
待
合
室
の

椅
子
や
机
は
ど
う
す
る
？
」
な
ど
、
ス
タ

ッ
フ
で
相
談
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
新
し
い
建
物
に
負
け
な
い
よ
う
に
、

中
身
も
充
実
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
ス
タ
ッ

フ
み
ん
な
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　

今
月
は
久
保
尚
美
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　

今
月
は
久
保
尚
美
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　

今
月
は
久
保
尚
美
医
師
で
す

毎年、基本健診を受けていますが年齢が高くなるにつれてそれに含ま
れないエコーや胃カメラなど他の検診も必要だと考えています。以前、
他の検査を含めた色々な健診コースを紹介したパンフレットがあった
と思いますが、現在はないのでしょうか。

健診のパンフレットについては検討をすすめておりますが、消費税率改定の
件もあり、今年度は作成に至っておりません。また来年は健診料金全体の見
直しを検討しており、2020年の5月位までには作成し、皆様にお届けでき
るようにと考えております。それまでご不便をおかけしますが、ご不明な点
は健診科までお問い合わせください。

声

答

歌
集「
あ
ゆ
む
」よ
り　

田
爪 

方
子
さ
ん（
都
北
支
部
）

水
永 

玲
子
さ
ん（
日
向
支
部
）

二
人
き
り
今
宵
は
何
を
食
さ
ん
と

　
　
　
　
　

思
い
め
ぐ
ら
す
笑
顔
期
待
し

週
一
の
生
き
生
き
サ
ロ
ン
下
半
期

　
　
　
「
う
た
ご
え
」
も
入
れ
計
画
を
練
る

〈
短
歌
〉　

宮
崎
医
療
生
協
で
は
、
病
院
・
診
療

所
・
介
護
事
業
所
で
9
月
9
日（
月
）
平

和
へ
の
願
い
を
込
め
て
風
船
ピ
ー
ス
ア
ク

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
宮
崎
生
協
病
院

で
は
、
組
合
員
さ
ん
と
職
員
合
わ
せ
て

約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

宮
崎
民
医
連
の
吉
田
博
明
事
務
局
長

が「
安
倍
政
権
は
9
条
改
憲
を
諦
め
て
い

ま
せ
ん
。
秋
の
臨
時
国
会
で
改
憲
の
論

議
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
7
月
の

参
議
院
議
員
選
挙
で
与
党
は
、
改
憲
に

必
要
な
3
分
の
2
以
上
の
議
席
を
下
回

り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
平
和
へ
の
取
り
組

み
に
確
信
で
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
み
ん
な
で
風
船
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

（
組
織
部
）

大
塚
・
江
南
支
部
は
、「
地
域
包

括
ケ
ア
を
担
え
る
支
部
」を
め
ざ
し
、

「
楽
し
く
て
、
た
め
に
な
り
、
元
気

が
も
ら
え
る
支
部
」（
支
部
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
）活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

仲
間
ふ
や
し
で
は
、
毎
年
30
名

を
超
え
る
方
が
公
民
館
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
は
じ
め
、
楽
し
い
バ
ス
ハ
イ
ク
、

支
部
独
自
の
組
合
員
の
つ
ど
い
、
保

健
学
校
の
料
理
教
室
、
お
花
見
を

兼
ね
た
健
康
ウ
ォ
ー
ク
、
年
間

1
0
0
回
を
超
え
る
班
会
な
ど
で

加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
部
で
は
、
地
域
の
老
齢
化
が

す
す
む
な
か
で
、「
居
場
所
づ
く
り
」

を
重
視
し
、
現
在
3
か
所
の「
サ
ロ

ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。「
サ
ロ
ン

1
0
1
」
は
、「
一
支
部
一
居
場
所
」

が
提
起
さ
れ
る
前
か
ら
議
論
し
、

組
合
員
さ
ん
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
毎
月
開
催

し
、
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
る
く

ら
い
、
お
し
ゃ
べ
り
や
唱
歌
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
2
ヶ
月
に
一
回
開
い

て
い
る「
サ
ロ
ン
春
子
さ
ん
家
」
は
、

毎
回
14
〜
5
名
が
集
ま
り
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
さ
ん

を
講
師
に「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

お
昼
の
食
事
が
楽
し
み
で
そ
れ
ぞ
れ

が
自
慢
の
一
品
を
持
ち
寄
り
、
レ
シ

ピ
の
交
換
も
楽
し
み
で
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
や
介
護
施
設
が
あ
る

支
部
と
し
て
、
そ
の
利
点
を
生
か

し
、
よ
り
地
域
に
開
か
れ
た
院
所

や
施
設
に
し
て
い
く
こ
と
と
、
い
つ

ま
で
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
大
塚
・
江
南
地
区
の
た
め
に
頑

張
り
ま
す
。

（
大
塚
江
南
支
部
運
営
委
員
会
）

西
部
支
部
・
大
塚
江
南
支
部
・

大
塚
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
三
者
で
実

行
委
員
会
を
つ
く
り
準
備
し
て
き

た
第
20
回「
お
お
つ
か
生
協
ク
リ

ニ
ッ
ク
ま
つ
り
」
は
雨
天
の
た
め
、

昨
年
に
引
き
続
き
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
ま
つ
り
」
は
、
地
域
や
組

合
員
の
方
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
医
療
生

協
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
医
療
生
協
の
担
い
手
さ
ん
の

慰
労
を
兼
ね
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
職
員
、

支
部
運
営
委
員
、
医
療
生
協
職
員

と
の
交
流
す
る
場
と
し
て
定
着
し
て

き
て
い
る
も
の
で
す
。

５
月
末
か
ら
会
議
を
開
き
準
備

さ
れ
て
き
た
実
行
委
員
の
み
な
さ

ん
の
ご
苦
労
に
深
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

残
念
な
が
ら「
ま
つ
り
」は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
地
域

と
組
合
員
の
み
な
さ
ん
と「
健
康
を

つ
く
る
。
平
和
を
つ
く
る
」「
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
つ
く

る
」
た
め
に
努
力
し
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

実
行
委
員
長　

川
越
義
雄

 

（
大
塚
江
南
支
部
長
）

へ
の

和
へへ

平平平平平平
〜
平
和
へへ

平平平
和
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平
和
へへ
の
へ
の

〜〜

て
〜
てて
〜

め

をを
込
を
い
を
いいい
願
い
願
いい
を
込

い
を
込

て
〜
て
〜

を
込
め
て

を
込
め
て

〜
平
和
へ
の

　
　

願
い
を
込
め
て
〜

〜
平
和
へ
の

　
　

願
い
を
込
め
て
〜

〜
平
和
へ
の

　
　

願
い
を
込
め
て
〜

空
を
切
り
裂
き
て
飛
び
立
つ
戦
闘
機

　
　
　

タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
の
爆
音
高
し

「
コ
マ
オ
ヨ
」
と
ゆ
っ
た
り
言
い
し
白
髪
の

　
　
　
　
　
　

媼
の
声
音
の
温
か
き
か
な

あ
り
が
と

宮
崎
医
療
生
協
の
北
2
支
部

と
佐
土
原
支
部
は
コ
ー
プ
み
や

ざ
き
と
共
催
で
、
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
9
月
15

日（
日
）敬
老
の
日
を
前
に
、
コ
ー

プ
み
や
ざ
き
花
ヶ
島
店
と
佐
土

原
店
で
、
血
圧
と
骨
密
度
測
定

を
行
い
、
68
名
の
み
な
さ
ん
に
喜

ば
れ
ま
し
た
。
測
定
で
は「
良

か
っ
た
、
骨
が
丈
夫
で
」「
ど
う

す
れ
ば
骨
が
丈
夫
に
な
る
の
」
など

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宮
崎
医
療
生
協
で
は
、
コ
ー

プ
み
や
ざ
き
の
各
店
舗
で
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
無
料
で
開
催
し
、

血
管
年
齢
や
体
重
・
体
脂
肪
率

な
ど
の
測
定
を
通
し
て
健
康
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
開

催
日
時
や
場
所
は
、
各
支
部
ま

た
は
宮
崎
医
療
生
協
組
織
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
部
活
動
紹
介

支
部
活
動
紹
介

大
塚
・
江
南
支
部

「
第
20
回
お
お
つ
か
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
つ
り
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
天
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

２０１８年１１月の組合委員のつどいで
「大塚音頭」を踊る参加者

２０１８年１１月の組合委員のつどいで
「大塚音頭」を踊る参加者

敬
老
の
日
に
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
と

　
　
　
　
　

共
催
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

敬
老
の
日
に
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
と

敬
老
の
日
に
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
と

　
　
　
　
　

共
催
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

平和への願いを込めて平和への願いを込めて

コープみやざき花ヶ島店コープみやざき花ヶ島店

コープみやざき佐土原店コープみやざき佐土原店

建設中の附属棟（９月１３日撮影）建設中の附属棟（９月１３日撮影）

医療生協の介護事業所で一緒に働いてみませんか？

＜連絡先＞ 宮崎医療生活協同組合
　　　　　 介護事業部　小牟田佐知子　TEL（0985）23-7168

介護福祉士・ヘルパー2級、初任者研修終了の方を募集しています。
資格のない方も気軽にご相談ください。就労事業所や業務時間等
についてのご相談に応じます。

介護
職員

  募集
中！

 1997年に言語聴覚士法が制定され、言語療法士・言語治療士などと呼
ばれていたものが、国家資格である言語聴覚士（Speech-Lan-
guage-Hearing Therapist）と呼ばれるようになりました。言語聴覚
士は、リハビリの中でも主にコミュニケーションや食べることに障害を持
つ方々の言語や聴覚、摂食･嚥下機能の獲得･回復･維持を支援し、機能的
な側面と同時に「生活の質（QOL）」を高めるために行われるリハビリテ
ーションです。言語聴覚士が関わる障害は主に次のような障害です。

言語聴覚士とは 続けましょう！3つのトレーニングを

嚥下障害に気をつけましょう

 日ごろから、次のようなトレーニングをすることで、誤嚥や嚥下障害の予
防や改善ができますので、生活の中に取り入れてみましょう。食事の前に
行うと、より効果的です。

 腹式呼吸で深い呼吸を心がけ、呼吸機能を高めることで、むせたときに
（誤嚥した物や痰）が外に出しやすくなります。

　パ行・タ行・カ行・ラ行の発音を行い、食べるときに使う唇や舌の運動
を行いましょう。

　首のトレーニングは、肩の力を抜いて、首をゆっくり前後・左右に動か
し、首筋をしっかり伸ばすようにしましょう。口のトレーニングは、ほおを
ふくらませたり、へこませたりを繰り返します。舌の場合は、思い切り前
に出したり、引っ込めたりしましょう。

 これらのトレーニングは、食べ物を口に入れずにでき
るので、自分で安全に行うことができます。回数など
は自分の体力などに応じて、無理のない程度に、毎日
続けましょう。また口の周りに限らず、食事には座った
り、腕を動かしたりといったことも必要です。少しでも
体を動かして全身の筋力を保っていきましょう。

（宮崎生協病院言語聴覚士　谷口量盛）

 宮崎生協病院では施設基準（＊1）の関係で、摂食・嚥下障害の方のみリ
ハビリを行っています。“むせること”は誰にでも起こりうることですが、
これがしばしば起こったり、食事のたびに食べ物を飲み込みにくいと感じ
るようになったら、「嚥下障害の可能性」があります。嚥下障害は、高齢
者に多い病気だと思われがちですが、50歳前後から飲み込む力が少しず
つ弱くなるため、中高年の人ならだれにでも起こりえます。食べ物などが
食道でなく、気管に入ってしまうことを「誤嚥（ごえん）」といいますが、
これも嚥下障害のひとつです。
（＊1：言語聴覚療法を行う場合は、遮蔽等に配慮した個別療法室が必要
で、聴力検査機器、音声録音再生装置、ビデオ録画システム等の備品が必
要となってきます）
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〇失語症
〇麻痺などの影響でうまく発音できない構音障害
〇高次脳機能障害
〇摂食・嚥下障害

３．首や口・舌のトレーニング

１．呼吸トレーニング

２．発音のトレーニング

風
船
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

　

生
協
病
院
附
属
棟
が
12
月
に
開
設
し

ま
す
。宮
崎
医
療
生
協
は
、
1
億
円
出
資

金
増
資
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。出

資
金
増
資
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

出資金増資のお願い出資金増資のお願い出資金増資のお願い

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。
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